

資料１
　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　         様式２・記載要領
申請日　　　年　　月　　日
研究計画書　記載要領
・赤文字は注意事項です。
・研究計画書は、他分野の研究者や非専門家が理解できるよう記載してください。
・□には、該当するところに✔を入れてください。
１．研究課題名


２．研究組織体制　(研究責任者と研究分担者全員の氏名と所属)
	
	氏　名
	所　属

	研究代表者
	
	

	共同研究者
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



３．研究の背景・意義（先行研究及び関連文献の検討を含めて記述する） 
　・背景には、研究の意義を理解する上で必要となる先行研究に基づき簡潔明瞭に記載する。

４．研究目的  
　・研究期間内に何をどこまで明らかにしようとしているかを記載する。

５．研究方法
1)研究デザイン
　・研究の方法を記載する。(質的、量的、質問紙調査)
2)研究対象者（募集の方法、選定方法等を含めて記述する） 
　・調査の対象者を具体的に記載する。(年齢、性別、健康状態などとその根拠も記載する)
　・調査対象者をどのように募集するか、紹介ルートや対象者リスト等の入手方法を記載する。
[bookmark: _GoBack]・選定基準と除外基準を記載する。
3)研究期間 
　・研究開始から論文発表または発表までの期間
4)データの収集方法・内容・手順
（調査用質問紙・インタビュ―ガイド・介入プロトコール等を添付する） 
　・調査等で収集する項目、収集方法を明確に記載する。
　　①面接調査の場合：面接調査の方法、所要時間、インタビューガイド
②質問紙調査の場合：・調査の実施方法
・調査などで収集する項目(尺度を使用する場合は、先行研究を基に
選定理由を記載する。）
・所要時間
・回収方法
③介入研究の場合：どのように介入するかがわかるよう記載する。
④実験研究：実験方法がわかるよう記載する。

5)データの分析方法 
　・分析方法を明確に記載する。

６．倫理的配慮
（「看護研究における研究倫理チェックリスト」（資料２）に基づき、具体的な方法を記載する）
1)研究参加・不参加への自由意思を尊重する方法    
2)予測される研究対象者の不利益と、それを最小にする方法 
3)研究対象者の個人情報保護（匿名性の確保）の方法 
4)同意を得る方法 
5)その他 

７．利益相反
本研究における研究申請者およびその家族、研究分担者およびその家族における利益相反
□なし　　　□あり　　
（※利益相反の有無については、「利益相反チェックリスト」（資料４）にて確認し、ありの場合、「利益相反自己申告書」（様式４）を提出する）

８． 研究結果の公表予定
　□論文発表　　　□学会発表　　　□インターネット掲載　　　□その他(          　　　     )

９．引用・参考文献
・番号式（バンクーバー式）で記載する。
・例）著者名．論文名．雑誌名．年号；巻号：ページ
※研究計画書は、研究の全体が分かるような概要の記載に留める。
※研究計画書のページ数の制限はない。



